
最近の MarkTwain研究

那須頼雅

Marl王Twain研究は，アメリカにおいてラいささかも衰える気配を見せない.忽

然と出現して忽然と姿を消す“mysteriousstranger"タイプの主人公を好んで小説

の中に登場させた Twainは，自らも忽然、と文壇入りをし忽然と消えたが，後に残

した波紋は大きし “mysterious stranger"のとどめたものに優に匹敵する.現代

アメリカ文学での HuckleberryFinnの連続性を唱えた Hemingwayの有名な讃

辞を皮切りに， 当代第一級の批評家 Lionel Trilling がヲ “In form and style 

Huckleberrツ Finnis an almost p巴rfectwork " (Introduction to The Adventures 

01 Hucklebelη Finn， New Y ork; Rinehart & Company， 1948) と断言したこ

と， それに更に続いて GladysC. Bellamyが }lifarkTwain as a Literary 

Artist (Univ. of Oklahoma Pr巴ss，Norman， 1950)の中で， “Mark Twain was 

much more the conscious craftsman than is g巴nerallybeliev巴d"と訴えたことな

どが， Twain評価の上に次第に影響を及ぼしてヲ Twainを一介の entertainerの

位置から不朽の literaryartistにまで高めてしまった.既に没後57年近く経過して

尚， Twainは，擬装死の術にたけた Huckのように生きた亡霊として，生きつづ

けていると言えそうだ. 1960年代に入ってから最近までに出た Twainを扱った専

門研究書だけでも30冊近くにのぼり， Twain生誕百年祭にあたり異常にその研究を

活気づ、けた1930年代の記録をも倍近〈上廻っている情況である. しかも，この大部

分が，従来の“phunnyphellow "としての Twainへの興味を棄ててヲ“ consclOus

artist" としての面を注目しようという本格的な研究業績である. つまり Twain

への関心がp 今までの単純な“popularinterest"から，冷静な“ criticalinterest" 

へと大きく動いてきていると言うことができるだろう.

これらの研究書を，最近5年聞のものに限って大別すると，作家研究，作品研究，

伝記研究に関する三つとなる. 先ず， 第一の部類に属するものとしては Pasca!
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Coviciの J.vIar是Tωain'sHumor (Southern Methodist Univ. Press， Dallas， Texas， 

1962)， Henry N. Smithの著わした lVIarkT.τvain: The Development 0/ a 1Vriter 

(Harvard Univ. Press， Cambridge， M呂ssachusetts，1962)があり， Sobert A. Wig. 

ginsによる ivIarkTwain: Jackleg Novelist (Univ. of Washington Press， Seattle， 

1964) 及び" Robert Reganの日ψromisingHeroes: A1ark Twain and His 

Characters (Univ. of California Press， Berkely丘ndLos Angeles， 1966)がある.

Twain批評の最大の癌と目されるのは，“ theassumption that Twain is a 'Di. 

vm巴 Amateur'and by no means an accomplished and conscious artist"である

と断定して，その後で， Twainが humorを“anend itse!f"として重用した初

期から始めて，“ atool， a techique"として扱うようになった円熟期に至るまでの

成長過程を詳細に跡づけた研究が， この最初の Coviciのものである.

次の Smithの研究は criticとしてと， historian としてとの両方の立場から，

Twainの文学的成育の過程を精査したもので，作品研究に重点を置いた総合研究と

でも言うべきものである.次の書き出しは9 彼の Twain研究の方向を的確に示す

ものである.

This book considers五rstthe problems of styl巴 andstructure Mark Twain 

faced the outset of his career， and traces his handling of these problems in 

nine of his principal works. Sinc巴 questionsof technique necessarily involve 

questions of meaning， 1 hav巴 dealtalso with his ethical ideas. 

Wigginsは， Twainが自らを“ jackleg"と称し， a formal novelist としての

自信喪失に陥った事実から先ず、説き起して， Twainの創作手法上の転換に言及し，

その理由と結果とを 12の主要な小説Jこ基づいて例証しながら明らかにしている.

他の批評家とは異なり， Wigginsは Twainの手になるからというだけで，いた

ずらに讃辞を重ねることを避け，むしろ，その失敗の原因を正しく突きとめようと

言式みている.

19世紀以降のアメリカ現代小説はしばしば“ promisingchildhood"を扱った.

Hawthorneカ'1832年に“ TheGentle Boy"を公けにしたのを契機として， Howells， 

James， Twain， Crane，さらにつづいて Anderson，Hemingway， Faulkner， Fitzgerald， 

Farrell， Saroyan， Caldwell， Bellow， Salingerなど数多くの主要な小説家が好んで
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childhood をテーマに選んだ.ある小説家は child を具象化した innocence とし

てとらえ，大人の歪泊した世界を写しだす mirror として用いたし，あるものは出

生から死へのすべての processを通じて childhoodに最も重要な意義を認め， child 

を自己の idealmaskとして採用した.中でも Twain は childhood の描出に全

生涯をかけたと言っても言い過ぎではあるまい. 彼の移しい数の小説， 短篇，

sketch， essayの中でそのほとんどがそれを中心課題として取りあげていることが{可

よりの証拠である.何故 Twainはこれほどまでに childにとり窓かれたのか，し

かもそれが familyとか societyから隔絶され，孤立を常態とするのはどういう理

由によるのであろうか.更にまた大抵二人一組の単位で出現し，大人の問題に介入

し precocioustalentsを示すのを一体どう解釈したらいし、のだろうか.こういった

疑問に対して注目に値いする独自な解答を与えたのが Reganの ひψromisingHι 

roes: Mαrk Twain and His Charactersである.これより 5年前に， Albert E. 

Stoneが，The Innocent Eye: Childhood in Nlark Twains' lmagination (Yale 

Univ. Press， New Haven， 1961)を著わし Twainの初期の粗野な物語から後期

の主要作品までの，そこに扱われる childhoodのテーマの発展を跡づけた. Regan 

のはラ Twainの諸作品への folkloreの影響を辿ると共に， Twainの特異性を併せ

て明らかにしようという試みである.

先ず ReganfまTwainが folkloreの語り手たちに取り囲まわして成長し， folklore 

を数時間関くことを日課として幼少時代を過したことが Twainの人と作品の上に

大きく影響したと説明している. その上，彼は西部での若き新聞記者として folk-

talesを集めることに専心し，その一つの結実が“ JumpingFrog"であるし，更に

1888年を中心に AmericanFolklore Society特別会員として活躍したことなどをあ

げて Reganは Twainへの folkloreの影響をむしろ必然的なものであったと主張

する.その影響として，家庭，世間から爪弾きさわし frustrationに悩む“ unlovely

youngster"が周囲の予想に反して驚異的な立身出世をする folkloreの主人公“ un-

promising heroes"と，その類形，世俗的な成功に目をくれない Anti-hero型とが

Twainの人と作品の両面に現れることを指摘し例証する. その一例として Regan

は Twainの hero-worshipの特異な態度をあげている. Tw且m は自己に満ち足り

ず他を憧れる hero-worshiperの面と， 世の英雄を卑俗化して自己の位置にまで引
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下げようとする Anti-heroとしての面とを併せもったという excellence と un-

prom凶ngquali五cationsの二面性が， 彼が英雄だと判定する場合の基準であった

ために， Washington， Franklin， Jackson， Webster， Clay， Lee， Lincoln とL、った

人物に対しては彼は余り眼をくれないで Grant，Napoleon III， Burlingameなど

を高く評価し，英雄の列に加えたという.次に作品の面に言及して Reganは Tom

Saw:yerがそこで giantが征服され宝物が発見され周囲の喝采を博すると l寸ノミタ

ーンを辿ることからみて，“ unpromisingheroes"の伝統を汲む典型的作品である

と述べる.この succe田 storyの中にあって successから満足， j愉悦，悦惚さえひ

きだす Tomと，同じ successから不満，d.良狽， martyrdomさえ感受する Huck

との対照を Reganは指摘して，立身出世型の TomとAnti酬hero型の Huckとを

明確に分け，これら Tom型， Huck型が Twainの小説，短篇， sketchなどに一

貫して登場することを明らかにしている.この Huck型は Reganの見解に依れば

unpromising hero巴S の変形で Twainが独自に創作したものである_Tom Saw:yer 

は Tomが突飛な“ showing0妊"で自分を笑い物にし，読者の拍手喝采を博する

という趣向でョ物語が進められていたものが，いつの間にか，これと対照的な Huck

のスポットライト嫌いの態度が，その物語の焦点に浮かびあがるという変化が見ら

れる. これは，Tom Saw:yerが書き進められていく過程でフ Twainの関'l二が Tom

から Huckへと移行したことに依ると Reganは説明する.

次に，作品研究の輝しい成果としては， Walt巴rBlairが公けにした lvIarkTwain 

& Huck Finn (Univ. of California Press， Berkeley and Los Angeles， 1960)を

挙げることができる. これは，Huckleberr:y Finn誕生の理由，経緯から始めて，

その卓越性，更に批評のかずかず，その影響に至るまで，細大洩らさず究め尽した

大著である.何にもましてこの書を価値あるものにしているのは， Twainの少年時

代の回想記録よりも 3 むしろ Huckleberr:yFinπ とL、う作品自体に，多くの真実が

あると見倣して，この創作に関連のある他の諸作品， 移しい論文を参照し Hart-

ford， Elmira， Europ巴での Twainの生活事情を調査し，更に， Twainの広汎な読

書遍歴を研究するなど，客観的，科学的資料に基づいて，アプローチを試みている

点である.

さて， Twain研究と言えば，HuckleberアyFinn研究と見倣されるほどに，Hucふ
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leberry Finn研究は特に盛んである.ところが，この研究をいま一歩完壁なものに

近づけるためには， どうしても他の作品の研究成果に侯たなければならないこと

が，漸くにして着目されてきた. }長uklebeJγyFinn以外の作品研究が，最近にな

ってぽつぽつ現れてきている. 1964年に HenryN. Smithが li1ark'nτ:vain's Fable 

of 1予ogress(Rutgers Univ. Press， New Brunswick， New Jersey)を出し，難解な

小説，A Connecticut Yankeeを philosophicalfableと看なし分析的な矯激な研究

を試みているし， 1965年にはBryantM. Frenchが λfark'nωain and The Gilded 

"4ge (Southern Methodist Univ. Press， Dallas， Tex乱s) を書いて3 この処理しに

くい共同著作が Twainの成長発展の上で見逃すことのできない重要な意味をもつ

ことを明らかにしている.更に異色のものとしてわれわれの注目を惹くのは1966年

に出た Onthe Poetry of lVIark Twain (Univ. of Il1inois Press， Urabana & Lon司

don， 1966) である. 著者 ArthurL. Scottは Twainが1874年頃“ 1detest… 

po巴try"と走り書きしたことから Paineの眼にとまり，彼の伝記に書きとめられ，

世間の常識になってしまったその謬見を訂正しようと試みている.事実1907年には

Twainは“ 1love poetry"と記したし，終生詩に深い関心を抱きつづけ，現在集

録されている Twainの詩だけでも Scottによれば120篇以上にのぼるという.

Twainは Whitman，Browning， ;3hakespeareの詩を特に愛好し朗読し暗請しヲl用

しただけにとどまらないで， 詩人としての一面もそなえていたと云うのである.

Scottは詩の内容にふれて， 95篇が comlCなもので31篇が senousなものであるが，

linesで云えば comicなものが1600行で seriousなものが1500行であると記して

いる.このことは MarkTwainの「人」と「作品」の両面で興味深い示唆をわれ

われに与えてくれる.更にわれわれの注意を惹くのは， Twainの詩と小説との関連

である.iJUえば，次の詩を読むと誰れしも，Huckleberry Finnの中で Jimがわが

子を折鑑して聾にしたことを後悔する patheticな条りを思い出すであろう.

It was not wrong? Y ou do not think me wrong? 

1 did it for the best. Indeed 1 meant it so. 

And it was done in love-not passion; no， 

But only love. Y ou do not think me wrong? 
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'Twould comfort me to think 1 was not wrong … 

If 1 had spoken! If 1 had known ー if1 had only known! 

要するに，この書の意義は，著者が断っている通り“ toestablish a reputation for 

J¥tlark Twain in the realm"ではない. それは，詩に対する Twainの強い関心

が，彼の主要な小説の構成の上lこ与えている影響である. この種の研究が相次いで

成されるならば，今まで気づかれないままに残されてきた面が明らかにされること

となり，新しい Twain像が創り出されることになるかもしれないであろう.

以上，明らかにされた Twain研究の新しい動向は，必然的に3 彼の伝記研究の

上にも反映してきた. すなわち3 最近出された Twain伝記はすべて， Twainの

li terary artistへの成長過程に専らライトを当てて， それ以外の側面を削除する傾

向を示している. Hamlin Hillは，l¥1ark Twain and Elisha Bliss(Univ. of Mis-

souri Press， Columbia， Missouri， 1964) という書物を書きラその中で， Twainを

author に仕立てあげた功績者 TheAmerican Publishing Company の支配人

Elisha Blissが，いかにして Twainの運命の書，lnnocents Abroadを世に出すよ

うに仕向けたか9 日影者だった jorunalistをどのようにして抜擢し，文壇に送りこ

んだかとしづ経緯を明らかにした.また， Margaret Duckettは， 1¥d包rkTwai持 and

Bret Harte (Univ. of Oklahoma Press， Norman， 1964) を著わし Twainと

Harteとの影響関係，とりわけ，批評家としても優れた Harteが， Twainの作品

の上に， li terary artistとしての Twainの形成の上に，見逃すことのできない影響

を与えたことを示している.しかし，特に， ζ こで掲げる価値のある伝記は，発刊

されて間もない JustinKaplanの6年間の労作，ivlr.αemens and lvlark Twain 

(Simon and Shuster， New Y ork， 1966)である. Albert B. Paineの伝記が， Twain 

の文学創作上の不毛期， 1900年から1910年までの期聞に片寄り過ぎて，全体の 3分

の l余りも，その期間の詳述に当てられているのにひきかえ Kaplanの伝記は，

次のような理由で， 31歳以前を切り棄ててしまい，それ以後の literarycar巴erを専

ら集中的にとりあつかった.

…the central drama of his mature literary life was his discovery of the us-
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able past. He began to make this discovery in his early and middle thirties 

-a classic watershed age for self-redefinition-as he explored the literary 

and psychological options of a new， creat巴didentity called Mark Twain_ 

And this usable past， im且ginativelytransformed into literature， was to 

occupy him for the rest of his life. 

Paineの伝記には，生きた Twainを直ぐかたわらにして，直かに観察し，口述

を写し， 物語を聞きヲ 激しい感情に接することのできた極めて幸運な biographer

の手になったという絶対的な強味がある.それに対して， Twain没後50年にして書

き始められた Kaplanの伝記は，勿論， 写真と活字を通して以外の Twainへのア

プローチを拒まれたが，その反面， この一見致命的と思われる欠点を十分に補うも

のに恵まれた.それは，このどうしようもない距りが逆に幸いして， Twainという
なま

生の人聞に舷惑されず， 正当な評価が可能になったという利点である Kapl且n

は， Twainの中に，“ moralscrutiny"と“ thedrive to succe巴d"とL寸相反す

る二面の葛藤を認め，この二面性を， Twainの意識的創作手法として理解する.こ

のことは，かつて Brooksが Twainの無意識的，宿命的な二面性を認め，それが

Twainの才能に益しなかったと主張したことを思い起す時， 最近の Twain研究

の特徴を歴然と浮きぼりにするのに役立つ. Paineの伝記の発刊が契機となって，

突如として Twain研究が活況を呈したことが知られているが， Kaplanの伝記は，

それに劣らず，大きな刺戟を Twain研究に与えるであらうことは， 先ず間違いあ

るまい.


